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３月例会 

「筑豊の山歩き」 
    渕 上 一 宏 

３月２８日の月例ウォークは、９時３０分に JR 

桂川駅の出来立てほやほやの南口をスタートしま

した。（ここで「道の駅うすい」まで路線バスで移

動する西さんとはお別れです） 

天気予報では「雨は止む」とのことでした。駅か

ら１０分ほどで前方後円墳を一部削って建てられ

た豆田天満宮に到着、周囲を見回すと歴史で学んだ

前方後円墳の一部が確認出来ます。 

その後、水路が走る一角に筑前竹槍一揆の門（写真）を通過。農民が貧しさを訴え、火をつけたとされ

る庄屋の屋敷の門。博多の歴史とばかり思っていたけど発祥は筑豊。趣のある門でした。 

小雨から雨足が強くなる中、田んぼの中の道や人家の周囲を桜の花や菜の花・蓮華など見ながらゆっく

りと歩き、「道の駅うすい」に到着。無事西さんと合流しました。 

西さんは、コミュニティバスを使い、物産展へ往復。雨の中での一人歩きを楽しんだようです。 

 食事休憩後、近くの金比羅山ふもとにある桜公園（旧炭鉱の施設跡です）で散り始めの桜をバックに記念 

撮影、この時間になってようやく雨があがりました。 

 その後秋月街道大隈宿（本陣跡は、有名な寒北斗酒造になっています。 

日曜日は残念ながら定休日です）を目指して歩きます。 

大隈宿には、黒田二十四騎の後藤又兵衛、母里太兵衛ゆかりの寺がい 

くつもあります。その一つ麟翁寺では、トイレ・太兵衛の墓見学と座り

込んで一休みの一場面もありました。 

 大隈宿の西鉄バス停から JR飯塚駅の最寄りのバス停まで路線バスで 

移動しました。このころにはすっかり青空になっていました。皆さんお 

疲れさまでした。 

〈 筑前竹槍一揆とは 〉 

 明治 6 年は、太陰暦から太陽暦に切り替わった年。  

それは、旧暦を基に農作業の予定を組んでいた農民にとって、生活の基盤を揺るがす大打撃。

明治新政府が次々と打ち出す「王政復古＋近代化政策」は、土地に税金をかけたり、子ども  
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を学費の高い学校に行かせるべく学制が引かれるなど貧しい農民に

は、踏んだり蹴ったりの状況のなか不安と不信感が高まっていった。 

 その年は、梅雨時期に北九州地方は雨が一滴も降らない異常気象で、

干ばつの恐れがある中、コメ相場を操り、もうけをたくらむ者が出る。 

こういった社会状況が一家に 1 人の参加といわれる 10 万人の農民

を一揆に立ち上がらせることにつながった。一揆は筑前全域 (福岡県

北西部 )から隣接する筑後地方 (同県南部 )へと拡がる。自然発生的に東、

西、南から 4 の集団をつくり、各地で米穀商の店や蔵などを襲い、打

ち壊しや放火をしながら、県庁のある福岡を目指す。  

中でも東部勢は 21 日、福岡へ入城、電信局を打ち壊し県庁に放火した。  

 一揆勢は要求として、①年貢の 3 年間免除、②旧藩の復活、③学校・徴兵・地券発行の廃

止、④藩札の復活、⑤旧暦の復活などをかかげていたという。またなかでも特徴的なのは、

放火する多くの対象が被差別部落民の集落だったことである。  

これは 71 年 10 月 (同 4 年 8 月 )の解放令で、それまで濊多 (えた )・非人といわれ差別され

ていた人々の身分や呼称が廃止されたことに対する反発が、一揆の際に高まり、集落を襲い

放火となったという。  

 農民たちは田畑永大売買禁止令の廃止で、解放された被差別部落民に、農地を奪われるの

ではないかと、危機感を抱いたのだろうか。一揆勢の放火による被災家屋 4590 軒、内焼失

家屋 2247 軒、そのほとんどが被差別部落民の家屋だったという。  

 

４月例会「吉祥寺の”藤”と長崎街道」のご案内 

八幡西区香月の浄土宗古刹・誕生山吉祥寺。４月下旬には境内は”藤 

に埋めつくされ、多くの参拝者で賑わう名所。花を堪能後、石坂を経て 

旧長崎街道を黒崎宿に向けて歩く。 

・日時    ４月２５日（日）・昼食弁当の準備をお願いします。 

・集合場所  ＪR 中間駅正面口  集合時間 １０時 

・コース   中間駅～屋根のない博物館～吉祥寺（昼食）～長崎街道～石坂の銀杏屋敷～涼天満宮 

～曲里の松並木～黒崎宿～ＪR 黒崎駅（約１３K・４時間） 

・交通   八幡駅（９：３５）―折尾駅着（９：４３）  

      博多駅（８：４７）―折尾駅着（９：４５）  

      折尾駅発（９：５３）―中間駅着（９：５９） 

４月例会申し込み   締め切り４月 22 日（木） 
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